
ａ

ｎ
制
矛
彬
も
巴
寸
（
や
ぱ
Ｉ
却
總
為
岬

澗
茨
に
私
咽
〃
ぅ
〆
〆
半
／
）

に
、
関
西
に
お
け
る
民
間
産
婦
人
科
医
の
双
壁
を
な
し
、
学
会
に
寄

与
す
る
と
こ
ろ
ま
た
大
で
あ
っ
た
。
彼
は
医
史
学
に
強
い
関
心
を
示

し
、
佐
伯
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
も
い
う
べ
き
広
範
な
医
学
史
関
係
史
料

を
集
め
た
。
彼
の
妻
は
、
新
島
を
支
援
し
た
奈
良
の
山
林
王
、
土
倉

庄
三
郎
の
娘
で
同
志
社
女
学
校
の
出
身
で
あ
っ
た
。
九
人
の
子
供
を

本
稿
を
記
す
に
あ
た
り
阿
知
波
良
子
、
北
垣
宗
治
、
指
宿
照
久
、
坂
上
俊

之
の
各
氏
に
学
恩
を
受
け
た
。
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
大
阪
府
豊
中
市
）

も
う
け
た
。

東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る
針
灸
銅
人
形
は
、
周
知
の
と
お

り
日
中
伝
統
医
学
史
上
つ
と
に
注
目
さ
れ
る
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る

が
、
そ
の
製
作
地
と
時
代
に
つ
い
て
は
、
中
国
明
代
説
、
日
本
江
戸

時
代
（
十
七
世
紀
）
説
、
あ
る
い
は
北
宋
天
聖
の
原
像
と
み
る
む
き

す
ら
あ
り
、
こ
れ
ま
で
一
定
の
見
解
を
得
な
い
。
ま
た
そ
の
来
歴
に

つ
い
て
も
異
説
が
あ
る
。

演
者
は
最
近
、
幕
府
医
官
山
崎
氏
の
事
跡
を
調
査
中
、
は
か
ら
ず

も
山
崎
次
善
の
墓
碑
銘
の
う
ち
に
、
こ
の
銅
人
形
製
作
の
謎
を
解
く

べ
き
重
要
な
手
が
か
り
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
こ
れ
は
従
来
の

諸
説
を
一
新
す
る
に
足
る
資
料
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
以
下
に
報
告

し
考
察
す
る
。

幕
府
医
官
山
崎
氏
に
関
す
る
記
録
は
、
管
見
で
は
『
寛
政
諸
家

譜
』
『
日
本
医
譜
』
『
多
紀
氏
の
事
蹟
』
中
に
み
え
る
程
度
で
、
医
史

東
博
銅
人
形
の
製
作
者
お
よ
び
年
代
に

つ
い
て
Ｉ
幕
府
医
官
山
崎
氏
の
事
跡
Ｉ

小
曽
戸
洋

（30） 140



学
上
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
か
つ
て
そ
の
墓
地
を
精

査
し
た
報
告
が
あ
る
。
伊
藤
武
雄
「
幕
府
鍼
医
山
崎
氏
代
々
墓
所

記
」
（
『
掃
苔
』
四
巻
十
一
号
、
昭
十
一
）
が
そ
れ
で
、
伊
藤
は
震
災

で
転
倒
し
た
山
崎
氏
代
々
の
墓
碑
を
森
潤
三
郎
と
と
も
に
修
復
し
、

右
の
稿
を
成
し
た
の
で
あ
る
。
演
者
は
こ
の
た
び
そ
の
墓
の
あ
る
と

い
う
東
京
白
山
の
寂
円
寺
を
訪
ね
、
同
寺
墓
地
を
調
査
し
た
が
す
で

に
な
く
、
住
職
に
そ
の
旨
質
し
た
と
こ
ろ
、
以
前
は
確
か
に
あ
っ
た

が
い
ま
は
処
分
し
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
伊
藤
の
報
告
が
墓
碑
に

関
す
る
唯
一
の
資
料
で
あ
る
。
次
に
山
崎
氏
の
略
系
を
示
す
。

〔
初
代
〕
次
氏
。
元
禄
五
年
奥
医
。
同
十
一
年
六
月
十
二
日
没
。

〔
二
代
〕
茂
種
。
享
保
二
年
五
月
四
日
没
。
年
三
十
四
。
〔
三
代
〕
次

茂
。
妻
は
多
紀
元
孝
の
女
。
寛
保
二
年
七
月
五
日
没
。
年
三
十
三
。

〔
四
代
〕
次
良
。
幕
府
医
官
湯
川
春
房
の
第
六
子
。
山
崎
家
を
継
ぐ
。

宝
暦
九
年
寄
合
医
。
天
明
二
年
致
仕
。
寛
政
十
二
年
六
月
九
日
没
。

年
六
十
八
。
〔
五
代
〕
次
善

明
二
年
家
督
を
継
ぎ
、
寛
政

館
鍼
科
教
諭
と
な
る
。
同
七

年
十
二
月
四
日
没
。
年
七
十

『
鍼
灸
類
蟇
』

三
巻
等
が
あ
る
。

（
子
政
）
。
宝
暦
十
一
年
三
月
朔
生
。
天

元
年
寄
合
よ
り
奥
医
に
、
同
四
年
医
学

年
法
眼
、
数
年
に
し
て
致
仕
。
天
保
五

五
。
著
書
に
『
銅
人
彙
攻
』
十
巻
、

〔
六
代
〕
元
方
。
安
永
元
年
七
月

二
十
六
日
生
。
多
紀
元
徳
の
四
男
、
す
な
わ
ち
多
紀
元
簡
の
実
弟
。

山
崎
家
を
継
ぎ
、
寛
政
十
二
年
次
善
に
代
り
医
学
館
で
鍼
学
を
講
義
。

文
化
十
年
奥
医
、
文
政
二
年
法
眼
。
天
保
十
二
年
七
月
九
日
没
。
年

七
十
一
・
〔
七
代
〕
埼
。
明
治
七
年
七
月
没
。
そ
の
後
は
、
羽
倉
敬

尚
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
廃
絶
と
な
っ
た
と
い
う
。

さ
て
、
五
代
次
善
の
墓
碑
銘
は
亀
田
綾
瀬
が
撰
し
、
中
沢
雪
城
が

毫
し
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
に
次
の
一
節
が
あ
る
。
「
嘗
奉
命
、
製

銅
人
式
、
蔵
之
雲
中
。
凡
経
絡
瞼
穴
之
所
灌
注
、
筋
骸
骨
度
之
所

繋
、
一
覧
可
明
其
理
也
。
鍼
科
之
家
推
以
為
規
撫
」
。
ま
た
、
最
後

の
四
言
賛
詩
に
．
鍼
之
功
、
続
命
済
危
、
銅
人
垂
後
、
可
倣
可

師
」
と
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
山
崎
次
善
が
医
学
館
に
奉
職
中
、
幕
命

を
奉
じ
て
銅
人
模
型
を
作
製
し
、
こ
れ
を
医
学
館
に
蔵
し
た
こ
と

は
、
疑
い
な
い
事
実
で
あ
る
。
こ
の
事
実
に
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
こ

と
が
ら
を
考
え
合
わ
せ
て
み
よ
う
。

①
東
博
筋
に
よ
る
と
、
こ
の
銅
人
は
少
く
と
も
「
江
戸
医
学
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
の
を
、
明
治
十
年
頃
、
博
物
館
の
準
備
の
た
め
の

博
物
局
に
移
管
さ
れ
た
」
こ
と
は
確
か
だ
と
い
う
。
②
『
支
那
伝
来

鍼
灸
瞼
穴
銅
人
像
図
解
篇
』
（
昭
十
一
）
に
、
「
博
物
館
を
官
入
田
氏

に
聞
け
ば
、
該
銅
人
形
と
共
に
当
館
へ
の
納
入
の
際
銅
人
経
と
題
す
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る
書
冊
添
付
あ
り
し
が
、
先
年
宮
内
省
図
書
寮
の
蔵
保
に
移
れ
る
越

き
を
承
知
」
し
、
図
書
寮
を
訪
ね
、
「
銅
人
肺
穴
鍼
灸
図
経
と
い
ひ

拓
本
に
て
四
帖
あ
り
。
…
…
巻
末
に
櫟
蔭
の
附
記
」
あ
る
害
を
拝
観

し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
書
陵
部
現
蔵
の
『
銅
人
肺
穴
鍼

灸
図
経
』
（
五
五
八
函
二
六
架
）
の
こ
と
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ

て
同
書
は
も
と
東
博
銅
人
に
添
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

③
右
の
書
陵
部
本
に
付
さ
れ
る
多
紀
元
簡
の
「
銅
像
考
」
に
「
竹
田

明
堂
、
洪
武
中
入
明
、
載
銅
人
帰
、
：
・
後
殿
子
明
暦
之
災
、
宴
可
惜

焉
一
と
い
い
、
「
右
銅
人
考
一
編
、
廿
余
年
前
、
為
山
崎
子
政
（
次

善
）
所
撰
也
・
・
：
文
化
三
年
：
簡
識
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
銅

人
考
」
は
天
明
中
に
元
簡
が
次
善
の
要
望
に
応
じ
て
撰
し
た
こ
と
が

知
れ
る
。
前
述
の
家
系
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
次
善
と
元
簡
と
は
す
こ

ぶ
る
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
④
医
学
館
蔵
の
銅
人
が
（
仮
に
他
所

蔵
で
あ
っ
て
も
）
明
や
宋
の
中
国
将
来
物
な
ら
ば
、
元
簡
が
「
銅
人

考
」
で
そ
れ
に
触
れ
ぬ
は
ず
が
な
い
。
ま
た
他
の
考
証
学
者
の
だ
れ

一
人
中
国
伝
来
の
銅
人
な
る
も
の
に
つ
い
て
言
及
し
た
者
は
な
い
。

こ
れ
が
次
善
の
所
製
に
か
か
る
も
の
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
合
点
が
い

く
。
⑤
東
博
に
は
他
に
二
点
の
経
穴
人
形
が
あ
る
が
、
次
善
の
そ
れ

が
こ
の
二
点
に
該
当
す
る
可
能
性
は
ま
っ
た
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
こ

の
二
点
の
製
作
者
・
年
代
は
別
に
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
に
よ
り
、
演
者
は
、
東
博
所
蔵
の
当
該
針
灸
銅
人
形
は
、
山

崎
次
善
が
幕
命
を
奉
じ
て
鋳
造
せ
し
め
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と

結
論
す
る
。
そ
の
製
作
年
代
は
次
善
が
江
戸
医
学
館
で
活
躍
し
た
時

期
、
す
な
わ
ち
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
’
一
八
○
○
）
、
十
八
世
紀

末
で
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）
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